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このテクストは、左巻健男著（PHPエディターズグループ発行）「面白くて眠れなくなる人類進化」をもとに作成しました。 



人類の発生は、どの時代？ 
 

人類の祖先は、 
  猿？ 
  チンパンジー？ 
  オランウータン？ 
 

人類はどこで発生した？ 
  アフリカ？ 
  ヨーロッパ？ 
  ロシア？ 
  中国？ 
  アメリカ？ 
  南アメリカ？ 
 

人類は、移動したのか？ 

それぞれの場所で発生し
た？ 2 



・ゴ
リ
ラ
、
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
と
い
っ
た
類
人
猿
と 

 
 

 

ヒ
ト
の
祖
先
が
い
つ
分
か
れ
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
化
石
と
Ｄ
Ｎ

Ａ
解
析
（遺
伝
子
レ
ベ
ル
の
研
究
）か
ら
、
推
定
し
て
い
る
。 

 

・千
三
百
万
年
前
、
私
た
ち
の
祖
先
は
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
と
の
共
通 

 

祖
先
か
ら
分
か
れ
た
。 

 

・八
百
万
年
前
、
私
た
ち
の
祖
先
は
ゴ
リ
ラ
と
の
共
通
祖
先
か
ら 

 

分
か
れ
た
。 

 

・七
百
万
～
八
百
万
年
前
、
私
た
ち
の
祖
先
は
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の 

 

共
通
祖
先
か
ら
分
か
れ
、
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
ヘ
の
道
を
歩
み
だ
し
た
。 

ヒ
ト
と
類
人
猿
と
の
分
か
れ
道 
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人類は、下の図のどこから？ 

4 
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○
約
七
百
万
年
前
～
初
期
猿
人
の
時
代 

 
 

 
ア
フ
リ
カ
で
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
と
の
共
通
祖
先
か
ら 

 
 

 
 

分
か
れ
た
初
期
猿
人
が
、
森
林
で
直
立
二
足
歩
行
を 

 
 

開
始
し
た
。
犬
歯
は
退
化
。 

 

○
約
四
百
万
年
前
～
猿
人
の
時
代 

 
 

 

猿
人
は
森
林
か
ら
草
原
に
も
出
て
い
く
よ
う
に
な
る
。  

 
 

 

安
定
し
た
直
立
二
足
歩
行
が
可
能
に
な
っ
た
。 

 

○
約
二
百
万
年
前
～
原
人
の
時
代 

 
 

 

ア
フ
リ
カ
で
原
人
が
誕
生
。
脳
が
拡
大
し
、
知
能
が
発
達 

 
 

し
始
め
る
。
本
格
的
に
遊
具
を
作
製
す
る
よ
う
に
な
り
、 

 
 

初
め
は
死
肉
あ
さ
り
だ
っ
た
が
後
に
積
極
的
に
狩
り
を 

 
 

行
う
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

○
約
六
十
万
年
前
～
旧
人
の
時
代 

 
 

 

ア
フ
リ
カ
で
旧
人
が
誕
生
。
手
・脳
・道
具
の
相
互
作
用
が 

 
 

進
み
。
中
・大
型
動
物
の
狩
猟
が
発
達
し
た
。 

 

○
約
二
十
万
年
前
～
新
人
の
時
代
（現
在
ま
で
） 

 
 

 

ア
フ
リ
カ
で
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
が
誕
生
。 

 

○
約
六
万
年
前
～ 

 
 

 

ア
フ
リ
カ
か
ら
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
（一
部
混
血
）が
世
界 

 
 

 
 

 

中
に
拡
散
し
た
。  

 
 

 ○
約
一
万
年
前
～ 

 
 

 

農
耕
と
牧
畜
を
開
始
す
る
。 
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現
在
。
最
古
の
人
類
と
い
わ
れ
て
い
る
の
は
、
ア
フ
リ
カ
中
央
部
の
チ
ャ

ド
で
発
見
さ
れ
た
サ
ヘ
ラ
ン
ト
ロ
プ
ス
と
呼
ば
れ
る
猿
人
。 

お
よ
そ
七
百
万
年
前
に
出
現
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

  

そ
の
後
、
約
五
百
八
十
万
年
前
に
ア
ル
デ
イ
ビ
テ
ク
ス
・ラ
ミ
ダ
ス

（ラ
ミ
ダ
ス
猿
人
）が
現
れ
た
。 

  

こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
猿
人
と
は
特
徴
が
大
分
違
う

こ
と
か
ら
、
初
期
猿
人
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。  

  

彼
ら
は
小
柄
で
、
背
丈
は
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
メ
ス
と
同
じ
く
ら
い
。 

脳
容
積
も
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
と
同
様
で
、
現
代
人
の
四
分
の
一
程
度
だ
っ

た
。 

  

森
に
住
み
、
お
も
と
果
物
を
食
べ
て
い
た
。
出
土
し
た
化
石
の
ま
わ
り

に
動
物
の
化
石
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
草
原
で
は
な
く
森
に
暮
ら
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

  

サ
ヘ
ラ
ン
ト
ル
オ
ウ
ス
は
、
脳
容
晴
だ
け
で
な
く
、
口
が
出
っ
張
っ
て
い

て
犬
歯
が
長
い
な
ど
の
特
長
が
、
チ
ン
パ
ン
ジ
イ
に
似
て
い
る
。 

  

な
ぜ
人
類
の
仲
間
に
入
っ
た
の
か
と
い
う
と
。
頭
骨
の
底
に
脳
と
脊
椎

が
つ
な
が
る
部
分
の
孔
が
下
を
き
、
背
骨
の
上
に
ほ
ぼ
直
角
に
首
が

乗
っ
て
い
る
の
で
、
2
足
歩
行
を
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。 
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人の犬歯は小さいが、チンパンジーのは大きい 
脳の容積にも大きな違い。。 
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二
〇
〇
二
年
、
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
の
塩
基
配
列
の
解
読
が
終

了
し
た
。 

 

ゲ
ノ
ム
と
は
、
遺
伝
子
と
染
色
体
を
あ
わ
せ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ

の
す
べ
て
の
遺
伝
情
報
を
指
す
。 

 

ヒ
ト
と
最
も
近
い
と
考
え
ら
れ
る
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
ゲ

ノ
ム
と
、
ヒ
ト
の
ゲ
ノ
ム
を
比
較
す
る
と
、
全
遺
伝
情

報
は
九
九
％
が
同
じ
で
あ
っ
た
。 
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ヒ
ト
と
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
遺
伝
子
は
、
と
も
に
約
三
〇

億
文
字
が
れ
て
い
る
。 

  

二
〇
〇
四
年
五
月
二
十
七
日
付
の
『ネ
イ
チ
ャ
ー
』に
、
ヒ
ト
と
チ
ン
パ

ン
ジ
ー
で
は
ゲ
ノ
ム
の
差
は
１
％
だ
が
。
体
内
で
働
い
て
い
る
遺
伝
子
で

は
約
八
割
が
異
な
る
」と
す
る
研
究
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
（理
化
学
研

究
所
を
中
心
と
す
る
国
際
チ
ー
ム
に
よ
る
）。 

  

研
究
チ
ー
ム
が
ヒ
ト
の
二
一
番
染
色
体
と
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
で
こ
れ
に

相
当
す
る
二
二
番
染
色
体
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
塩
基
の
配
列
で
文
字

が
異
な
る
部
分
は
一
．
四
四
％
。 

  

し
か
し
、
ヒ
ト
と
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
と
で
共
通
し
て
い
て
、
確
実
に
比
べ
る
こ

と
が
で
き
る
二
三
一
個
の
遺
伝
子
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
タ
ン
パ
ク
質
を

構
成
す
る
ア
ミ
ノ
酸
が
一
個
以
上
違
う
も
の
が
、
約
八
割
も
あ
っ
た
。 

  

ほ
と
ん
ど
同
じ
よ
う
に
見
え
る
文
章
で
も
、
文
字
の
違
い
で
タ
ン
パ
ク

質
を
つ
く
る
は
た
ら
き
な
ど
が
異
な
り
、
別
の
タ
ン
パ
ク
質
を
つ
く
る
こ

と
が
あ
る
。 
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ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
（ド
イ
ツ
で
見
つ
か
っ
た
人
骨

化
石
） 

  

ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
（旧
人
）は
、
数
十
万
年
前
に
出
現
し
、

約
三
万
年
前
ま
で
西
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
生
き
て
い
た
。 

 
 

 

ホ
モ
ー
サ
ピ
エ
ン
ス
（新
人
）が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
移
り
住
ん
だ
の

は
約
四
万
年
前
。
し
た
が
っ
て
、
約
一
万
年
間
は
二
つ
の
人
類
が
同

じ
地
域
に
住
ん
で
い
た
。 

 

ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
の
名
前
は
、
一
八
五
六
年
、
化
石
か
ド
イ
ツ

の
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
渓
谷
の
洞
窟
か
ら
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。 

 

ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
に
は
、
火
を
使
用
し
た
明
確
な
証
拠
が

あ
る
。 

 

ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
は
、
洞
窟
内
の
炉
で
調
理
を
し
た
の
か
、
あ

る
い
は
主
に
肉
食
獣
か
ら
身
を
守
る
た
め
な
の
か
、
火
の
具
体
的
な

用
途
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。 

 

ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
は
仲
間
を
墓
に
埋
葬
し
た
。 

 

原
人
の
段
階
で
仲
間
の
埋
葬
を
し
た
と
い
う
証
拠
は
見
つ
か
っ
て
い

な
い
が
、
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
で
は
、
埋
葬
さ
れ
た
遺
体
が
見
つ

か
っ
て
い
て
、
墓
の
存
在
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。 
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母から、子供（女子のみ）に受け継がれるので、血縁関係が分かる。 
 
人類進化の過程で、突然変異によるミトコンドリアの変化がある。 
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ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
は
、
細
胞
の
中
に
あ
る
呼
吸
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
エ
場

と
呼
ば
れ
る
細
胞
小
器
官
で
す
。
遺
伝
情
報
を
蓄
え
て
い
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
、

多
く
が
細
胞
の
核
と
ミ
ト
コ
ン
ト
リ
ア
に
あ
る
。 

  

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
、
突
然
変
異
し
や
す
く
、
そ
の
た
め
多

く
の
種
類
が
存
在
す
る
。
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
調
べ
て
、
種

類
が
多
い
ほ
ど
突
然
変
異
が
多
く
起
こ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
つ
ま

り
は
古
い
集
団
と
い
え
る
。 

  

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
ー
イ
ブ
が
、
ア
フ
リ
カ
人
で
あ
る
と
さ
れ
た

の
は
、
ア
フ
リ
カ
出
身
の
女
性
た
ち
の
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
Ｄ
Ｎ
Ａ
の

種
類
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

  

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
、
ア
ジ
ア
人
は
個
人
差
の
種
類
が
少
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
時
間
的
に
新
し
い
と
い
え
る
。 

 

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
を
調
べ
る
と
、
ル
ー
ツ
が
分
か
る
。 
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ホ
モ
・サ
ビ
エ
ン
ス
は
、
七
万
～
六
万
年
前
の
出
ア
フ
リ
カ
の
時
代

を
へ
て
、
数
万
年
前
ま
で
に
世
界
各
地
に
住
み
つ
く
よ
う
に
な
り
、

ア
フ
リ
カ
人
、
ア
ジ
ア
ー
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
、
メ
ラ
ネ
シ
ア
人
に
分
か

れ
で
い
き
く
が
、
ア
フ
リ
カ
人
以
外
の
人
た
ち
は
、
ネ
ア
ン
デ
ル

タ
ー
ル
人
や
デ
エ
ソ
ワ
人
と
の
混
血
が
あ
っ
た
。 
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地
球
上
の
生
命
は
。
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
た
の
か
？ 

最
初
の
生
物
は
、
原
始
地
球
上
の
海
で
自
然
発
生
的
に
誕
生
し
た
。 

 

こ
の
考
え
は
、
否
定
さ
れ
、
次
は
、
海
は
有
機
物
を
溶
か
し
こ
ん
で
い
て 

そ
れ
ら
が
、
反
応
を
繰
り
返
す
う
ち
に
、
複
雑
な
有
機
物
に
変
わ
り
、 

や
が
て
生
命
に
進
化
し
た
。 

 

こ
の
説
で
は
、
そ
も
そ
も
有
機
物
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
？ 

が
問
題
に
な
っ
た
。 

  

有
機
物
の
由
来
に
、 

 
 

 
 

大
気
起
源
説 

 
 

 
 

熱
水
起
源
説 

 
 

 
 

宇
宙
か
ら
の
由
来
説
が 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

出
て
き
た
。 
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原始大気中のメタンガス、水素、水蒸気から、電気
放電で有機物であるアミノ酸が生成した実験。 大

気
起
源
説 

16 



 
熱
水
起
源
説 

 
 一

九
七
九
年
、
深
海
底
に
三
〇
〇
度
を
超
え
る
高
温
水
が
噴
出
し
て

い
る
場
所
が
発
見
さ
れ
た
。
深
海
底
な
の
で
水
圧
が
高
く
、
三
〇
〇
度

で
も
液
体
の
ま
ま
。 

 

熱
水
噴
出
孔
で
は
、
硫
化
水
柔
、
水
素
、
ア
ン
モ
ニ
ア
、
メ
タ
ン
な
ど

が
噴
出
し
、
ミ
ラ
ー
の
実
験
が
想
定
し
た
原
始
大
気
に
近
い
条
件
が
存

在
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
有
機
物
が
つ
く
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。 
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宇
宙
由
来
説 

大
型
の
高
性
能
電
波
望
遠
鏡
で
、
宇
宙
に
は
百
種

類
を
超
え
る
有
機
物
（酢
酸
、
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
、

エ
タ
ノ
ー
ル
な
ど
）が
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き

た
。 

  

地
球
上
に
落
下
し
た
隕
石
に
、
炭
素
質
コ
ン
ド
ラ

イ
ト
と
呼
ば
れ
る
隕
石
に
は
、
含
水
鉱
物
と
し
て
水

を
多
く
ふ
く
む
ほ
か
、
ア
ミ
ノ
酸
や
核
酸
塩
基
が
検

出
さ
れ
て
い
る
。 

  

生
命
が
誕
生
し
た
と
さ
れ
る
四
十
億
～
三
十
八

億
年
前
、
地
球
は
膨
大
な
数
の
隕
石
落
下
に
見
舞

わ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
と
き
に
有
機
物
が
地
球
に

も
ち
込
ま
れ
た
と
い
う
考
え
で
あ
る
。 
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五
本
指
は
原
始
両
生
類
か
ら
始
ま
っ
た 

 

水
と
縁
を
切
っ
た
と
き
肺
が
発
達
し
た 

 

陸
地
を
歩
く
の
に
爪
が
必
要
に
な
っ
た 

 

大
絶
滅
１ 

 

恐
竜
と
同
時
代
を
生
き
て
い
た 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

原
始
哺
孔
類 

 

大
絶
滅
２ 

 

哺
乳
類
の
台
頭
と
恐
竜
の
絶
滅 

 

樹
上
生
活
で
手
足
と
目
が
進
化
し
た
。 

 

ヒ
ト
と
類
人
猿
と
の
分
れ
道 

 

チ
ン
パ
ン
ジ
ー
と
ヒ
ト
ど
の
ゲ
ノ
ム
差
は
１
％ 

  

ワ
ク
ワ
ク
す
る
人
類
へ
の
進
化 
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コ
ズ
ミ
ッ
ク
カ
レ
ン
ダ
ー 
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人類の誕生と進化 

おわり 
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